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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第２四半期
連結累計期間

第81期
第２四半期
連結累計期間

第80期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (千円) 939,496 1,051,217 1,945,994

経常利益 (千円) 36,133 74,709 149,932

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
(千円) 25,321 68,609 127,866

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 15,141 63,982 148,788

純資産額 (千円) 3,570,831 4,280,857 3,704,477

総資産額 (千円) 4,544,798 5,241,492 4,584,124

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 0.67 1.56 3.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 78.6 81.7 80.8

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 113,616 △185,263 300,551

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △136,376 △14,196 △1,132,992

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 10,000 △3,000 7,000

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
(千円) 2,233,458 1,218,279 1,420,739

 

回次
第80期

第２四半期
連結会計期間

第81期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１株当た

り四半期純損失（△）
(円) △0.09 2.63

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、当社は当第２四半期連結会計期間において株式会社トリプルワンの株式

を取得したことにより、同社を持分法適用の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）における我が国の経済は、新型コロナ

ウイルス感染症の急速な拡大がみられたものの、まん延防止等重点措置等の行動制限が取られなかったことか

ら、厳しい状況ながらも経済活動の正常化に向けた動きが見られました。しかしながら、中国の一部都市での

ロックダウンの影響、ウクライナ危機に伴う原油価格の高騰や物価の上昇、世界的な金融引き締め等を背景とす

る急激な円安の進行や長期化している半導体の供給不足等、先行きが不透明な状況が継続しております。

　このような状況の中、当社グループでは2020年４月に策定した「新中期経営計画」に基づき、2022年度までの３

年間を2023年度に向けた成長基盤確立のための期間と位置づけ、「事業基盤の強化」、「成長戦略を支える強固な

経営基盤の構築」、「環境・社会・ガバナンスを重視した経営」の３つの経営基本方針を掲げて全社を挙げて取

り組んでまいりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高10億５千１百万円（前年同四半期比11.9％増）と

なりました。また、利益面につきましては、工業炉部門において追加原価が発生したものの、その他の部門は比

較的順調に推移したことから、営業利益５千４百万円（前年同四半期比82.5％増）、経常利益７千４百万円（前

年同四半期比106.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益６千８百万円（前年同四半期比171.0％増）とな

りました。

 

　セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

(a）工業炉燃焼装置関連

　工業炉燃焼装置関連事業につきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高10億５千１百万円（前年同四

半期比12.0％増）となりました。また、利益面におきましては、営業利益５百万円（前年同四半期は営業損失

２千１百万円）となりました。

 

(b）その他

　その他の事業につきましては、子会社からの不動産賃貸収入、経営指導料等が収益の中心となっておりま

す。当第２四半期連結累計期間につきましては、売上高は１億３千８百万円（前年同四半期比1.5％増）、営

業利益は１億２千７百万円（前年同四半期比0.9％減）となりました。
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②　財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べて14.3％増加し、52億４千１百万円となりまし

た。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.8％増加し、23億９千９百万円となりました。主な内訳としては現金及

び預金が２億２百万円の減少となったこと、受取手形、売掛金及び契約資産が２億９千４百万円増加したことに

よります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて23.9％増加し、28億４千１百万円となりました。主な内訳としては投

資有価証券が５億５千２百万円増加したことなどによります。

 

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて9.2％増加し、９億６千万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて79.7％増加し、５億８千８百万円となりました。主な内訳としては支払

手形及び買掛金が５千１百万円増加したこと、１年内返済予定の長期借入金が２億円増加したことなどによりま

す。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて32.6％減少し、３億７千２百万円となりました。主な内訳としては長期

借入金が２億円減少したことなどによります。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて15.6％増加し、42億８千万円となり

ました。第三者割当増資等により資本剰余金が５億３千４百万円増加したこと、また、親会社株主に帰属する四

半期純利益６千８百万円を計上したことなどによります。

 

(2）キャッシュ・フローの分析

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して２億２百万円減少

し、12億１千８百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー及びその主要な要因は以下のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、１億８千５百万円（前年同四半期は１億１千３百万円の獲得）となりました。

これは主として税金等調整前四半期純利益７千２百万円、売上債権の増加額２億９千４百万円、仕入債務の増加額

５千１百万円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、１千４百万円（前年同四半期は１億３千６百万円の使用）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は、３百万円（前年同四半期は１千万円の獲得）となりました。これは主として短

期借入金の純減額３百万円によるものであります。

 

(3）事業及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１百万円であります。なお、当第２四半期連結累計期間におい

て、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 118,610,000

計 118,610,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2022年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 44,051,274 44,051,274
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株で

あります。

計 44,051,274 44,051,274 － －

（注）　提出日現在の発行済株式のうち、6,137,932株は、現物出資（関係会社株式534,000千円）によるものでありま

す。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年７月22日（注） 6,137,932 44,051,274 － 100,000 267,000 675,128

（注）2022年５月20日開催の定時取締役会に基づき第三者割当による新株式の発行（現物出資）並びに無償減資を行い、

2022年７月22日に効力が発生しております。新株式6,137,932株を発行し、資本金及び資本準備金の額をそれぞれ267,000

千円増加させ、それと同時に無償減資を実施して、資本金の額267,000千円を減少させ、その他資本剰余金に振り替えてお

ります。

　※第三者割当（現物出資）による新株式発行の概要

　　発行価額　　１株につき87.0円

　　資本組入額　１株につき43.5円

　　割当先　　　Ｚ株式会社
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

株式会社船橋カントリー倶楽部 千葉県白井市清戸７０３番地 72,000 16.34

Ｚ株式会社 東京都千代田区九段南３丁目８番２号 61,379 13.93

東拓観光有限会社 広島県広島市中区広瀬北町３番３６号 18,600 4.22

株式会社広共 広島県広島市中区本通９番３０号 18,500 4.20

株式会社トーテム 東京都港区南青山７丁目８番４号 18,000 4.09

オリンピア工業株式会社 東京都立川市富士見町７丁目３３番２８号 10,600 2.41

渡辺　正博 千葉県鴨川市 6,049 1.37

横田　公一 愛知県一宮市 5,746 1.30

日野本　ツヤ子 広島県広島市安佐南区 4,834 1.10

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番２１号 4,099 0.93

計 － 219,807 49.90
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 400

完全議決権株式（その他） 普通株式 44,047,400 440,474
権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式 3,474 － －

発行済株式総数  44,051,274 － －

総株主の議決権  － 440,474 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれて

おります。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数30個が含まれており

ます。

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ＮＦＫホールディ

ングス

東京都港区南青山七丁目８

番４号
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

（注）　上記以外に自己名義所有の単元未満株式19株を保有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、アルファ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,420,739 1,218,279

受取手形、売掛金及び契約資産 600,621 895,307

仕掛品 44,720 60,082

原材料 185,872 177,249

その他 38,738 48,667

流動資産合計 2,290,693 2,399,587

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 168,227 164,723

機械装置及び運搬具（純額） 19,166 17,155

土地 768,883 768,883

その他（純額） 16,226 20,066

有形固定資産合計 972,503 970,828

無形固定資産   

ソフトウエア 5,076 3,620

無形固定資産合計 5,076 3,620

投資その他の資産   

投資有価証券 1,054,059 1,606,732

長期貸付金 249,000 249,000

破産更生債権等 60,137 59,837

その他 12,791 11,723

貸倒引当金 △60,137 △59,837

投資その他の資産合計 1,315,851 1,867,456

固定資産合計 2,293,431 2,841,905

資産合計 4,584,124 5,241,492
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 220,817 272,396

短期借入金 15,000 12,000

１年内返済予定の長期借入金 － 200,000

未払法人税等 2,884 3,312

賞与引当金 － 20,358

完成工事補償引当金 11,360 28,202

その他 77,406 52,354

流動負債合計 327,468 588,623

固定負債   

長期借入金 240,000 40,000

再評価に係る繰延税金負債 196,601 222,454

退職給付に係る負債 97,343 90,283

その他 18,233 19,274

固定負債合計 552,178 372,011

負債合計 879,646 960,635

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 2,807,508 3,341,508

利益剰余金 346,655 415,264

自己株式 △210 △210

株主資本合計 3,253,953 3,856,562

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,008 3,632

土地再評価差額金 446,516 420,663

その他の包括利益累計額合計 450,524 424,295

純資産合計 3,704,477 4,280,857

負債純資産合計 4,584,124 5,241,492
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 939,496 1,051,217

売上原価 666,410 762,294

売上総利益 273,085 288,923

販売費及び一般管理費 ※１ 243,287 ※１ 234,527

営業利益 29,798 54,395

営業外収益   

受取利息及び配当金 553 1,913

持分法による投資利益 － 14,249

為替差益 37 2,222

貸倒引当金戻入額 300 300

助成金収入 10,125 －

その他 3,766 2,855

営業外収益合計 14,781 21,541

営業外費用   

支払利息 623 591

持分法による投資損失 7,822 －

その他 － 635

営業外費用合計 8,446 1,227

経常利益 36,133 74,709

特別損失   

事務所移転費用 2,088 2,687

特別損失合計 2,088 2,687

税金等調整前四半期純利益 34,044 72,022

法人税、住民税及び事業税 8,723 3,413

法人税等合計 8,723 3,413

四半期純利益 25,321 68,609

親会社株主に帰属する四半期純利益 25,321 68,609
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 25,321 68,609

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10,179 3,874

持分法適用会社に対する持分相当額 － △8,501

その他の包括利益合計 △10,179 △4,626

四半期包括利益 15,141 63,982

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 15,141 63,982

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 34,044 72,022

減価償却費 9,536 14,009

貸倒引当金の増減額（△は減少） △300 △300

移転費用 2,088 2,687

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,000 △7,060

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,951 20,358

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 125 16,842

受取利息及び受取配当金 △553 △1,913

支払利息 623 591

持分法による投資損益（△は益） 7,822 14,249

売上債権の増減額（△は増加） 294,974 △294,686

為替差損益（△は益） △37 －

棚卸資産の増減額（△は増加） 7,059 △6,738

仕入債務の増減額（△は減少） △134,291 51,578

前受金の増減額（△は減少） 16,830 7,745

その他 △71,711 △70,298

小計 158,260 △180,913

利息及び配当金の受取額 553 1,913

利息の支払額 △623 △591

移転費用の支払額 △2,088 △2,687

法人税等の支払額 △42,484 △2,985

営業活動によるキャッシュ・フロー 113,616 △185,263

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △87,183 △10,878

投資有価証券の取得による支出 △51,935 2,266

関係会社株式の取得による支出 － △5,885

その他 2,742 300

投資活動によるキャッシュ・フロー △136,376 △14,196

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,000 △3,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,000 △3,000

現金及び現金同等物に係る換算差額 37 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,721 △202,460

現金及び現金同等物の期首残高 2,246,180 1,420,739

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 2,233,458 ※１ 1,218,279
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

当社は、当第２四半期連結会計期間において、株式会社トリプルワンの株式を取得したことにより、同社を持分

法適用の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行し

ております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42

号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はございません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日
　　至　2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

役員報酬及び従業員給与 110,356千円 95,748千円

賞与及び賞与引当金繰入額 12,055 〃 14,671 〃

退職給付費用 1,092 〃 2,028 〃

法定福利費 16,439 〃 14,107 〃

支払手数料 29,231 〃 25,402 〃

減価償却費 5,471 〃 13,955 〃

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

現金及び預金 2,233,458千円 1,218,279千円

預金期間が３か月を超える定期預金 － 〃 － 〃

現金及び現金同等物 2,233,458 〃 1,218,279 〃
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　2021年６月23日開催の第79期定時株主総会の決議に基づき、2021年８月１日付で減資の効力が発生し、資本金

2,399,380千円を減少させ、その他資本剰余金に振替えております。その結果、当第２四半期連結会計期間末に

おいて資本金が100,000千円、資本剰余金は2,807,508千円となっております。

　なお、これによる株主資本の合計金額への影響はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　2022年5月20日開催の取締役会決議により、2022年7月22日付でＺ株式会社を割当先とする第三者割当による

新株式の発行（現物出資）を行い、資本金及び資本準備金がそれぞれ267,000千円増加いたしました。なお、

同日付で資本金の額の減少（減資）を行い、資本金を267,000千円減少し、その他資本剰余金へ振り替えた結

果、当第２四半期連結会計期間末において、資本金が100,000千円、資本剰余金が3,341,508千円となっており

ます。
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（セグメント情報等）

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

工業炉燃焼装置
関連

その他 計

売上高      

外部顧客への売上高 938,596 900 939,496 － 939,496

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 135,000 135,000 △135,000 －

計 938,596 135,900 1,074,496 △135,000 939,496

セグメント利益 △21,191 128,605 107,414 △77,615 29,798

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△77,615千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

工業炉燃焼装置
関連

その他 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,051,217 － 1,051,217 － 1,051,217

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 138,000 138,000 △138,000 －

計 1,051,217 138,000 1,189,217 △138,000 1,051,217

セグメント利益 5,140 127,400 132,540 △78,144 54,395

（注）１．セグメント利益の調整額△78,144千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
工業炉燃焼装置関連 その他 計

一時点で移転される財 765,578 － 765,578 765,578

一定の期間にわたり移転される財 173,017 900 173,917 173,917

顧客との契約から生じる収益 938,596 900 939,496 939,496

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 938,596 900 939,496 939,496

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
工業炉燃焼装置関連 その他 計

一時点で移転される財 693,496 － 693,496 693,496

一定の期間にわたり移転される財 357,721 － 357,721 357,721

顧客との契約から生じる収益 1,051,217 － 1,051,217 1,051,217

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 1,051,217 － 1,051,217 1,051,217

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益 0円67銭 1円56銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 25,321 68,609

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
25,321 68,609

普通株式の期中平均株式数（株） 37,912,923 44,050,855

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月10日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会　御中

 

アルファ監査法人

東京都千代田区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 奥　津　泰　彦

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 磯　　　巧

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＮＦＫ

ホールディングスの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１日

から2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子会社の2022年９月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断

している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

 

利害関係

社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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